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５月18日に行われた新地小学校運動会の「親
子玉入れ」。
24日には福田小学校、25日には駒ヶ嶺小学校で
も同じく運動会が行われました。

（6ページに関連記事）
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◇基本手当の給付率

年　齢

60歳未満

60歳以上
65歳未満

賃 金 日 額

2,140円以上4,210円未満

4,210円以上12,220円以下

12,220円超

2,140円以上4,210円未満

4,210円以上10,950円以下

10,950円超

80％

80％～50％

50％

80％

80％～45％

45％

給 付 率

◇賃金日額、基本手当日額の上限額

年　　齢

30歳未満

30歳以上45歳未満

45歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

賃金日額の上限額
（基本手当日額の上限額）

13,160円（6,580円）

14,620円（7,310円）

16,080円（8,040円）

15,580円（7,011円）

基本手当の支給残日数を３分の１以上残して常用雇用以外の早期就業をした方に対して、基本手当日額の30％
を支給します。支給残日数を３分の２以上残して常用以外の早期就業をした方については、�高年齢者雇用開発
協会から早期再就職者支援金が支給されます。

※改正法の施行日（５月１日）以後に離職した方に適用されます。
○特定受給資格者の場合

区　分
30歳未満

30歳以上45歳未満

35歳以上45歳未満

45歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

全　　年　　齢

被保険者であった期間

区　分
被保険者であった期間

90日

１年未満

90日

180日

150日

90日 180日

１年以上
５年未満

120日

240日

180日

５年以上
10年未満

180日

210日

240日

270日

210日

10年以上
20年未満

―

240日

270日

330日

240日

20年以上

１年未満 １年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
20年未満 20年以上

○特定受給資格者以外の場合

90日 120日 180日 150日

※特定受給資格者･･････倒産・解雇等の理由により離職を余儀なくされた方。

給付率が40％に、上限額が20万円に変わりました。雇用保険に３年以上加入している方にも支給されます。
（３年以上５年未満の方は給付率20％、上限額10万円）

60歳前と比べて25％を越えて賃金が下がる場合には、賃金額の15％に相当する額が支給されます。

� ・福島労働局職業安定課（�０２４－５２８－０２５４）
・相馬公共職業安定所（��０２１１）

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
み
ん
な
で
進
め
る
た
め
に
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
５
つ
の

基
本
理
念
を
掲
げ
、
行
政
（
国
、
県
、

町
）
と
町
民
が
果
た
す
役
割
を
定
め

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、「
男
は
強
く
た
く
ま
し
く
、
女

は
優
し
く
か
わ
い
ら
し
く
」
と
か

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
性

別
で
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭

な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
人
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
男
女
共

同
参
画
社
会
で
す
。

基
　
本
　
理
　
念

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん
じ
ま
し
ょ
う
。
男
女
の
差

別
を
な
く
し
、「
男
」、「
女
」
で
あ
る
以
前
に
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
確
保
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
様
々
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
制
度
や
慣
行
の
在
り
方
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

方
針
の
決
定
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
は
共
に
家
族
の
構
成
員
。
お
互
い
に
協
力
し
、
社
会
の
支

援
も
受
け
、
家
族
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
仕
事
を
し

た
り
、
学
習
し
た
り
、
地
域
活
動
を
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
国
際
社
会
と
共
に
歩

む
こ
と
も
大
切
で
す
。
他
の
国
々
や
国
際
機
関
と
も
相
互
に
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
っ
て
？

そ
こ
で
・
・
。

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

策
定
を
は
じ
め
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的

な
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

国
と
同
様
に
、
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
、

国
民
の
役
割

町
で
は
、21
世
紀
の
最
重
要
課
題

と
い
わ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社
会

形
成
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、平
成
15
・
16
年
度
中
を
目
標

に「
新
地
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
こ
で
、「
新
地
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン（
仮
称
）策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
、計
画
の
内
容
検
討
等
を

行
う
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

２
名
の
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

策
定
委
員
と
し
て
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
20
日
�
ま
で

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

※賃金日額の下限額は2,140円
（基本手当日額の下限額は1,712円）となります。
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中
山
間
地
域
等
の
農
業
生
産
条

件
の
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
継

続
的
に
農
業
生
産
活
動
を
実
施
し

耕
作
放
棄
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め

交
付
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、

国
の
新
た
な
施
策
と
し
て
、
平
成

12
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
め
ど
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
傾
斜
基
準
を
満
た
し
、

１
ha
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農

地
が
交
付
金
の
支
払
い
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
交
付
金
の
支
払

い
を
受
け
る
た
め
に
は
、
集
落
が

取
り
組
む
べ
き
農
業
生
産
活
動
や

用
排
水
路
の
管
理
方
法
な
ど
を
定

め
た
集
落
協
定
を
町
と
締
結
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
沢
口
集
落
（
瀬
上
地
区
）

構
成
員
６
名

交
付
額
の
半
分
は
、
農
地
の
維

持
管
理
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
耕
作
者
等
へ
支
払
わ
れ

残
り
半
分
は
、
集
落
の
共
同
取
組

の
実
施
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

次
の
事
項
を
協
定
参
加
者
全
員

で
、
平
成
16
年
度
ま
で
継
続
し
て

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

・
農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
定
期
的
な
点
検
の

実
施
。

・
水
路
清
掃
、
水
路
・
農
道
の
草

刈
り
実
施
。

・
農
作
業
の
効
率
化
を
推
進
す
る

た
め
農
作
業
の
受
委
託
及
び
農
作

業
の
共
同
化
の
推
進
。

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
確
保
及

び
各
種
研
修
会
等
へ
の
参
加
。

・
農
地
と
一
体
と
な
っ
た
周
辺
林

地
の
下
草
刈
り
等
の
実
施
。

国
土
利
用
計
画
法
に
定
め
る
、

一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
引
（
売

買
や
交
換
、
地
上
権
・
賃
借
権
の

設
定
な
ど
）
を
行
う
場
合
は
、
市

町
村
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
は
町
で
受
け
付
け
、
県

で
利
用
目
的
を
審
査
し
て
妥
当
性

を
判
断
し
ま
す
。
届
け
出
を
し
な

い
で
取
引
を
し
た
場
合
は
、
国
土

利
用
計
画
法
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
街
化
区
域
　
２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計

画
区
域

５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外１

万
㎡
以
上

契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内

�役
場
企
画
振
興
課

（
�
�
２
１
１
２
）

地価公示法に基づき、国土交通省では地価調査
を毎年行っています。

国の地価公示価格は、県の基準地価格とともに、
土地を取引するときに参考になりますのでご利用く
ださい。

種 別

住 宅

住 宅

所 在 地

小川字長谷地35番５外
駒ヶ嶺字塔場20番21

20,200 円
12,400 円

23,400 円
12,200 円
23,900 円
21,800 円
27,400 円

谷地小屋字背中振10番11
福田字広畑18番2
小川字向山６番１外
駒ヶ嶺字町23番１
谷地小屋字新地91番

１m2当たりの
価　　格

種 別 所 在 地 １m2当たりの
価　　格

集落名

沢口

田

田

急傾斜地
（1/20以上）

14,407

12,057

26,464

302,547

96,456

399,003

急傾斜地
（1/100以上）

合　　　　　計

地目 区　　　分 面積（m2） 交付額（円）

平
成
14
年
度
実
施
状
況

相双保健福祉事務所出張講座
県相双保健福祉事務所では、積極的な住民の健康づくりを目的に出張講座を行います。
希望する場所に講師（相双保健福祉事務所の担当職員）を派遣しますので、お気軽にお申し込みください。

� 相双地域に住所を有する民間団体・事業所・個人・公共機関等

� 原則として平日の午前10時から午後４時ごろまで。（相談に応じます。）

� 相双地域内。（会場は希望者が確保してください。）

� 相双保健福祉事務所地域支援グループ （��１３２６）

No. 講　　座　　名

１ 薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 薬物乱用の恐ろしさについて
・一般住民
・小中高生

20名～

薬の正しい使い方 薬の知識と正しい使い方 一般住民 20名～２
結核ミニ講座 結核がなぜ今増えているのか、早期発見、治療などについて ・一般住民

・事 業 所
・小中高生

10名～３
エイズ及び性感染防止対策の
普及啓発事業

エイズ等の感染防止・検査、感染者・患者との共存などに
ついて

10名～４

保 護 者子どもに多い病気と事故防止
子どもに多い病気とその対応や、子どもに多い事故と事故
防止、応急手当について

10名～５

保 護 者
乳幼児突然死症候群

（ＳＩＤＳ）の予防
ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは？
ＳＩＤＳの予防について

10名～６

病院職員老人福祉・介護保険事業 老人福祉や介護保険制度等について 10名～７
制限なし歯と歯ぐきの健康づくり 食事や会話を楽しむための口の健康について 10名～８
一般住民住まいの衛生 アレルギーやシックハウスを防ぐ住まいのあり方、くらし方 10名～９
一般住民「レジオネラ」ってなに？ 入浴施設や24時間風呂の安全性について 10名～10

一般住民
床屋さん・パーマ屋さん・ク
リーニング屋さんと保健所

理容所、美容所、クリーニング所に求められている衛生基
準について（衛生的な施設を選ぶポイント）

10名～11

一般住民安全な水、おいしい水 飲料水について、一緒に考えてみましょう！ 10名～12
一般住民食品衛生と食生活 食中毒の予防は家庭から始めましょう！ 10名～13
小中学生動物との暮らしで必要な知識 犬、猫と楽しく暮らすために必要なルールがあります。 10名～14
小中学生人と動物の病気 人の病気と動物の病気には意外な関係が…。 10名～15
小 学 生食品衛生教室 食中毒ってなーに？家庭での食品衛生のルールを知ろう！ １学級～16

内　　　　　　　　　　　容 対象者 対象数

福島県内では、昨年から「放火及び放火の疑い」によ
る火災が多発しています。相馬地方管内の市町村におい
ても、平成14年に発生した火災のうち、13件が放火及び
放火の疑いとなっており、火災原因の中で最も多く、全
体の約17％を占めています。

放火等による火災を減らすためには、住民自らが放火
に対する危機意識を持ち、

環境をつくることが
大切です。そこで、次のような点に心がけてください。

①家の周りに燃えやすい物を置かないようにしましょう。
②家の周りや駐車場は明るくしましょう。
③ごみは収集日に出しましょう。
④物置や空き家にはカギをかけましょう。
⑤消防団、自主防災組織等の関係機関と一体となった協
力体制を確立し、放火されない環境づくりをしましょう。
� 相馬消防署新地分署（��２１１７）

（��２１１６）

広報しんち５月５日号でお知らせしましたよう
に、町指定ごみ袋を町内の各商店等で５月下旬か
ら販売していますのでご利用ください。

なお、今月中は買い置きの市販のごみ袋がある
場合はそれを利用されても結構ですが、７月から
は町指定ごみ袋以外は収集いたしませんので、皆
様のご協力よろしくお願いします。

・犬の放し飼いは、昼も夜もしないでください！
・散歩中の犬のフンは、飼い主が必ず後始末をし
ましょう！
・不要犬を出さないためにも、犬の避妊・去勢手
術をしましょう！
・他人に迷惑や被害を与えないよう愛情と責任を
もって飼いましょう！
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町
内
の
各
小
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
小
学
校
と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
競
技
か
ら
お
馴
染
み
の
競
技
な

ど
20
種
目
以
上
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
ら
が
青
空
の
も
と
で

元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

３
小
学
校
で
運
動
会

�
自
然
を
満
喫
す
る
参
加
者

み
ど
り
の
日
恒
例
の
、
自
然
の
中

を
歩
こ
う
会
が
４
月
29
日
、
約
80
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
善
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し

総
合
公
園
や
新
地
城
趾
で
行
わ
れ
て

い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
の
会
場
な

ど
、
約
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し

た
。ゴ

ー
ル
し
た
後
は
、
各
地
区
婦
人

会
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た
豚
汁
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

〜
健
康
ウ
ォ
ー
ク
〜

自
然
の
中
を
歩
こ
う
会

�
真
剣
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
５
月
２
日
に
、国
保
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
５
月
27
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
優
勝
・
杉
目
チ
ー
ム
▼
準
優
勝
・
岡

チ
ー
ム
▼
第
３
位
・
福
田
Ｂ
チ
ー
ム
／

駒
中
Ａ
チ
ー
ム

◇
国
保
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
優
勝
・
杉
目
チ
ー
ム
▼
準
優
勝
・
駒

中
Ｂ
チ
ー
ム
▼
第
３
位
・
福
田
Ｂ
チ
ー

ム
／
駒
中
Ａ
チ
ー
ム

第
11
回
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
及
び
第
15
回

国
保
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

福
田
小
学
校
の
５
、６
年
生
の
児
童
50
人
、

駒
ヶ
嶺
小
学
校
の
全
校
生
が
５
月
９
日
、
各
小

学
校
の
近
く
の
水
田
で
「
手
植
え
」
を
体
験
し

ま
し
た
。ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
に
悪
戦
苦
闘
で
し

た
が
、保
護
者
や
地
域
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
約
１
時
間
か
け
て
苗
を
植
え
ま
し
た
。

泥
だ
ら
け
で

「
手
植
え
」
体
験

町
で
は
、
５
月
４
、
５
日
に

行
わ
れ
た
第
29
回
東
北
室
内
選

手
権
水
泳
競
技
大
会
に
兄
弟
で

出
場
し
た
２
人
に
激
励
金
を
贈

り
ま
し
た
。

兄
弟
そ
ろ
っ
て

東
北
大
会（
水
泳
）出
場

齋
藤
翔
太
く
ん

（
尚
英
中
２
年
）

齋
藤
勇
太
く
ん

（
新
地
小
４
年
）

�
町
長
か
ら
激
励
金
を
受
け
取
る
翔
太
く
ん

（
右
）と
、
勇
太
く
ん（
左
）

▲福田小学校の児童

▲駒ヶ嶺小学校の児童

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団

式
が
５
月
３
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
６
競

技
13
団
体
中
、８
団
体
の
団
員
、

関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
目
黒
美
津
英
本
部

長
か
ら
昨
年
度
の
功
労
者
、
優

秀
選
手
、
チ
ー
ム
賞
を
表
彰
し

た
後
、
各
少
年
団
の
指
導
者
へ

の
委
嘱
状
交
付
と
各
団
の
代
表

者
に
団
旗
を
授
与
し
ま
し
た
。

団
旗
を
受
け
取
っ
た
各
団
か
ら

チ
ー
ム
の
紹
介
と
１
年
間
の
意

気
込
み
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

１
年
間
の
活
躍
を
誓
う▲１年間の活躍を誓う

▲平成14年度の受賞者

・
佐
藤
　
茂
さ
ん
（
空
手
）

・
阿
部
良
一
さ
ん
（
空
手
）

・
目
黒
大
志
さ
ん

（
空
手
ス
ポ
少
）

・
布
施
美
咲
さ
ん

（
空
手
ス
ポ
少
）

尚
英
中
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
男
子
チ
ー
ム

▲ 福田小学校「福田野馬追い」

▲ 駒ヶ嶺小学校一輪車クラブ

▲ 新地小学校学年リレー

TTTThhhheeee  PPPPhhhhoooottttoooo  SSSSccccrrrraaaammmmbbbblllleeee
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�
苗
木
を
求
め
る
来
場
者

今
年
で
17
回
目
と
な
る
「
新
地

種
苗
市
」
が
５
月
10
〜
11
日
の
２

日
間
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０

０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
町
緑
化
推
進
委
員

会
よ
り
、
ゆ
ず
、
カ
マ
ズ
ミ
、
エ

ゴ
ノ
キ
、
ヒ
メ
ク
チ
ナ
シ
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
６

種
類
の
苗
木
３
０
０
本
を
無
料
配

付
し
来
場
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し

た
。 第

17
回
新
地
種
苗
市

�
土
の
感
触
を
楽
し
む
利
用
者

新
地
町
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

（
武
沢
成
典
会
長
）の
第
２
グ
ル
ー
プ
が

整
備
し
た「
縄
文
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ー
ム
」

の
開
園
式
が
５
月
17
日
、
駒
ヶ
嶺
三
貫

地
で
行
わ
れ
、
利
用
者
、
関
係
者
約
40

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
１
年
が
か

り
で
整
備
し
た
約
15
ア
ー
ル
の
用
地
に
、

参
加
し
た
利
用
者
は
、
な
す
や
か
ぼ
ち

ゃ
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

こ
の
農
園
は
、収
穫
ま
で
の
管
理
は
同

グ
ル
ー
プ
が
行
い
、利
用
者
は
収
穫
や
草

取
り
の
時
に
農
業
を
体
験
し
ま
す
。

体
験
型
農
園
「
縄
文
ガ
ー

デ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
開
園

�
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
関
係
者

今
回
で
16
回
目
と
な
る
「
伊
達
と

相
馬
の
関
」
が
５
月
14
日
、
国
道
６

号
線
の
新
地
町
と
山
元
町
の
県
境
に
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
開
設
さ
れ
、

新
地
、
相
馬
、
山
元
、
亘
理
の
関
係

者
が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
伊
達
藩
と
相
馬
藩

に
ち
な
み
、
鎧
甲
に
陣
羽
織
姿
な
ど

で
交
通
安
全
の
絵
馬
や
眠
気
覚
ま
し

の
ガ
ム
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し

ま
し
た
。

無
法
者
は
許
さ
ぬ
ぞ
！

交
通
安
全

「
伊
達
と
相
馬
の
関
」

�
新
茶
の
香
り
漂
う

八
十
八
夜
か
ら
半
月
遅
れ
の
５

月
18
日
、「
ブ
ル
ー
ジ
ュ
の
会
」（
第

４
回
町
民
の
翼
団
員
）で
は
観
海

堂
で
新
茶
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け

な
く
な
っ
た
お
茶
づ
く
り
。
参
加

者
た
ち
は
、
茶
摘
み
・
蒸
し
・
手

も
み
・
乾
燥
ま
で
約
５
時
間
か
け

て
出
来
上
が
っ
た
新
茶
の
味
と
、

香
り
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
お
茶
は
ど
う
か
な
？

ブ
ル
ー
ジ
ュ
の
会

「
お
茶
づ
く
り
」

�
丁
寧
に
ご
み
を
拾
い
集
め
る
生
徒
た
ち

尚
英
中
学
校
で
は
社
会
性
や
思

い
や
り
の
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
５
月
21

日
、
尚
英
中
学
校
・
新
地
駅
・
役

場
周
辺
な
ど
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

行
い
ま
し
た
。

１
年
生
か
ら
３
年
生
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
場
所
に
移
動
し
、
ご
み

の
分
別
を
し
な
が
ら
投
げ
捨
て
ら

れ
た
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

町
を
き
れ
い
に
し
よ
う

尚
英
中
学
校
ク
リ
ー
ン
作
戦

�
講
話
に
聞
き
入
る
参
加
者

町
内
の
65
歳
以
上
の
方
が
対
象

の「
こ
と
ぶ
き
大
学
」が
５
月
29
日
に

開
講
し
、約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
員
で
町
の
歌
の
合
唱
や
町
民
憲

章
を
朗
読
し
た
あ
と
、加
藤
憲
郎
町
長

が「
新
地
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
話
を
行
い
、参
加
者
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、「
新
地
町
の
未
来
を
考

え
る
」
と
し
て
合
併
問
題
等
に
つ
い

て
の
講
演
や
、
家
系
図
の
作
成
講
習

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

�
新
地
城
趾
を
視
察
す
る
関
係
者

県
に
登
録
し
て
い
る
、
う
つ
く
し

ま
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
と
関
係
者
20
人

が
５
月
22
日
、
新
地
城
趾
を
研
修
に

訪
れ
ま
し
た
。

新
地
城
趾
会
の
片
平
昭
八
さ
ん
が

講
師
と
な
り
、
新
地
城
の
歴
史
や
現
在

の
地
域
の
活
動
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
県
民
の
立
場

で
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
で
、
研
修
・

提
言
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

う
つ
く
し
ま
景
観
サ
ポ
ー

タ
ー
が
新
地
城
趾
を
視
察

く
ん

ち
ゃ
ん

く
ん

く
ん

ち
ゃ
ん

く
ん

く
ん



Ｈ１５.６.５.（10）（11） Ｈ１５.６.５.

は休館日

・
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
物
語

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
デ
イ

ア
ー
サ
ー
王
と
円
卓
の
騎
士

伝
説
を
神
話
、
言
語
学
、
図

像
・
象
徴
、
紋
章
、
錬
金
術
な

ど
幅
広
い
知
識
を
駆
使
し
て
解

き
明
か
し
、
生
き
生
き
と
し
た

ア
ー
サ
ー
王
像
を
描
き
出
す
。

●
一
般
書

●
児
童
書

新
地
町
の
食
生
活
②

●
ビ
デ
オ

・
み
ち
の
く
の
街
道

・
20
世
紀
日
本
の
地
震
災
害

・
光
武
帝
　
　
　
塚
本
　
　
史

初
め
て
書
か
れ
た
後
漢
の
創

始
者
「
光
武
帝
」
の
生
涯
。
激

し
い
戦
い
と
陰
謀
が
う
ず
ま
く

２
０
０
０
年
前
の
出
来
事
を
、

新
資
料
に
よ
り
、
光
武
帝
の
盛

衰
を
迫
力
十
分
に
描
く
書
下
ろ

し
長
篇
全
３
巻
。

・
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

藤
田
宜
永

・
宮
子
あ
ず
さ
の
ナ
ー
ス
な
一
日

・
大
学
受
験
案
内

・
町
道
新
地
高
校
線
関
連
遺
跡

発
掘
調
査
報
告
書
　
ほ
か

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

●
Ｃ
Ｄ

・
空
の
風
景
　

夏
川
　
り
み

・
嵐
峡
　
　
　

長
山
　
洋
子

・
月
夜
の
カ
ヌ
ー
吉
田
　
拓
郎

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

野
菜
の
名
前
を
写
真
を
観
な

が
ら
当
て
る
ク
イ
ズ
形
式
の
紙

芝
居
で
す
。
野
菜
の
名
前
を
当

て
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
学
び

な
が
ら
楽
し
く
読
み
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
１
冊
で
し
た
。

門
馬
　
幸
恵
さ
ん
（
相
馬
市
）

��

��

紙
芝
居
「
や
さ
い
ク
イ
ズ

こ
れ
な
ー
ん
だ
?!
」

◇
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
状
況

６
歳
未
満
、
10
歳
代
、
20
歳

代
の
若
い
年
齢
層
で
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足

す
る
と
、筋
肉
の
け
い
れ
ん
、イ
ラ

イ
ラ
、
骨
粗
鬆
症
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

私
た
ち
の
骨
量
は
、
20
〜
30

歳
代
に
最
高
値
と
な
り
、
男
性

で
は
除
々
に
、
女
性
で
は
閉
経

後
、
急
速
に
減
少
し
ま
す
。若
い

頃
に
十
分
な
骨
量
が
な
い
と
、
骨

粗
鬆
症
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
最
近
、イ
ラ
イ
ラ
し
や
す

い
子
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。こ
れ
は
、
朝
食
を
食
べ
な
か

っ
た
り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
で

食
事
を
済
ま
せ
た
り
と
い
う
傾
向

が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を
招
い
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
た
め
の
食
事

①
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事

主
食
（
ご
飯
、
パ
ン
、
麺
類
）、

主
菜
（
肉
、魚
、卵
、納
豆
や
豆
腐

な
ど
）
副
菜
（
野
菜
類
）
の
そ
ろ

っ
た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
１
日
１
回
牛
乳
を
飲
も
う

牛
乳
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く

含
ま
れ
、
吸
収
率
の
よ
い
食
品

で
す
が
、
牛
乳
の
苦
手
な
人
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
か
つ
お
、い
わ

し
、ぶ
り
、さ
ん
ま
、さ
ば
、干
し

椎
茸
）

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
納
豆
）

④
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
・
嗜
好
品

の
と
り
す
ぎ
に
注
意

加
工
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
、
飲
酒
、
喫
煙
、
カ
フ
ェ
イ
ン

を
含
む
飲
料
を
毎
日
の
よ
う
に
と

っ
て
い
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
悪
く
し
ま
す
。

【
注
意
し
ま
し
ょ
う
】

食
事
の
他
に
医
師
の
処
方
以

外
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
な
ど
を
多

量
に
使
用
し
す
ぎ
る
と
、
尿
結

石
、
神
経
障
害
、
疲
れ
や
す
い

と
い
っ
た
症
状
が
起
き
や
す
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
使
用
す
る
時
は
、

用
法
、
容
量
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
、
食
事

か
ら
摂
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

私
の
お
す
す
め
の
一
冊

乳
児
保
育
の
あ
れ
こ
れ

７
日
�

新
地
保
育
所

14
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

７
日
�

浜
保
育
所

11
日
�

各
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

25
日
�

各
保
育
所

朝
、
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
や
お

ん
ぶ
を
し
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん
に
保

育
士
が
「
お
は
よ
う
！
お
い
で
！
」

と
声
を
か
け
る
と
ニ
コ
ニ
コ
と
ほ

ほ
え
み
身
を
乗
り
出
し
て
き
ま
す
。

I joined the 7th grade class on their school trip to
Aizu-Wakamatsu and nearby Kitakata.  In Aizu
we visited the Aizu Hanko Nishinkan School.
We saw many examples of the old samurai
lifestyle and education.
In Kitakata we had to choose from the many dif-
ferent ramen shops.  Finally, we found a nice lit-
tle shop called Ippuku.  I enjoyed the delicious taste of Miso Chyashu Ramen that
had thinly sliced pieces of bamboo shoots and pork in a miso broth.  It was very good.
Also, in Kitakata there are many old kura; miso kura, soy sauce kura, sake kura, rice
kura, and many others.
Did you know that in Japan it is the custom to hang a sugidama in front of a sake
kura?  Sugidama are made of cedar twigs.  Traditionally they are hung in front of
the kura during the brewing season.  At the beginning of the brewing season in early
winter it’s a bright green.  Later in the brewing season the color slowly changes to
a darker brown.  We can tell when the brewing season is finished by the color of the
sugidama.  When the sugidama finally stops changing colors it is also time to stop
brewing sake because the winter season has finished.

（和訳は15ページ）

・
雨
の
日
の
ふ
た
り

と
り
ご
え

ま
り

心
配
性
の
し
ん
く
ん
と
、
の

ん
き
な
の
ん
ち
ゃ
ん
。
正
反
対

の
二
人
は
大
の
仲
良
し
。
雨
が

水
た
ま
り
に
落
ち
る
音
、
か
さ

に
落
ち
る
音
。
い
ろ
ん
な
雨
の

音
を
聞
き
な
が
ら
、
二
人
は
森

の
中
で
雨
や
ど
り
・
・
・
。

健
康
し
ん
ち
21
計
画

用
の
す
べ
り
台
を
す
べ
っ
た
り
と

の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、乳
児
用
ベ
ッ
ト

や
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
テ
ー
ブ
ル
付

き
の
い
す
な
ど
が
あ
り
、
月
齢
に

合
わ
せ
て
使
っ
て
い
ま
す
。乳
児

は
、月
齢
に
よ
っ
て
、
発
達
や
生

活
の
リ
ズ
ム
が
違
い
ま
す
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
や
語
り
か
け
を
行
い
な

が
ら
、
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

目
を
合
わ
せ
る
と
笑
っ
た
り
、

手
足
を
動
か
し
て
喜
ん
で
く
れ
た

り
、
ハ
イ
ハ
イ
や
歩
行
が
上
手
に

な
っ
て
い
く
姿
に
乳
児
保
育
の
喜

び
を
感
じ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
目

ざ
ま
し
い
成
長
を
家
の
人
と
喜
び

合
っ
て
子
育
て
の
楽
し
さ
を
共
有

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
！

・
コ
ン
ビ
ニ
の
ひ
み
つ

・
カ
ッ
パ
の
木

・
算
数
と
図
形
　
ほ
か

６
月
の
読
み
聞
か
せ
会

６
月
15
日
�

午
前
11
時
〜

新
地
保
育
所
で
は
、
乳
児
保
育

を
行
い
、
生
後
４
ヵ
月
よ
り
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
。
広
い
保
育
室

は
、
畳
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
分
か

れ
、
ハ
イ
ハ
イ
を
し
た
り
、
乳
児

乳
児
保
育
っ
て
？

●
家
庭
で
準
備
す
る
も
の
は
？

着
替
え
、
紙
お
む
つ
、
エ
プ
ロ

ン
、
お
し
ぼ
り
、
布
団
一
式

●
ミ
ル
ク
は
？

現
在
、
飲
ん
で
い
る
ミ
ル
ク
の

メ
ー
カ
ー
や
種
類
を
お
聞
き
し
て

部
屋
で
は
お
も
ち
ゃ
や
絵

本
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び
。
ベ
ビ
ー
カ

ー
に
乗
っ
て
散
歩
に
も
出
か
け
ま

す
。
サ
ン
デ
ッ
キ
に
出
て
大
き
い

お
友
達
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ

て
ご
機
嫌
！

月
齢
に
合
わ
せ
た
離
乳
食

が
で
ま
す
。

静
か
な
音
楽
を

聴
い
て
眠
り
ま
す
。
午
前
中
に
眠

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
に
抱

っ
こ
さ
れ
安
心
し
き
っ
た
顔
で
バ

イ
バ
イ
！
ま
た
明
日
ね
。

一
日
、
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
た
か
、
食
事
の
内

容
、
排
泄
、
睡
眠
の
時
間
な
ど
お

子
さ
ん
の
様
子
を
個
別
記
録
表
に

書
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
離
乳
食
は
？

月
齢
に
合
わ
せ
て
手
作
り
の
お

や
つ
や
離
乳
食
が
出
ま
す
、
家
庭

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
無
理
な

く
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

保
育
士
に
抱
っ
こ
し
た
り
、

ひ
ざ
の
上
で
安
心
し
て
遊
び
始
め

ま
す
。

午
前
と
午
後
の
２
回
食

べ
た
り
、
そ
の
子
の
時
間
に
合
わ

せ
て
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
り
し
ま
す
。

保
育
所
で
準
備
し
ま
す
。
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福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふれ
あいと

創造のまち

町
で
は
、
７
月
17
日
�
の
釣
師

浜
海
水
浴
場
の
海
開
き
に
向
け
、

監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

４
名
程
度

18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
で
健
康
な
男
女

７
月
17
日
�
〜
８
月
17
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

日
給
　
７，

０
０
０
円

役
場
企
画
振
興
課

ま
で
履
歴
書
提
出
（
郵
送
可
）

６
月
30
日
�
ま
で

郵
送
の
場
合
は
６
月
27
日
�
消
印
ま
で
有
効
。

�役
場
企
画
振
興
課（

�
�
２
１
１
２
）

町民課�2115、2116／税務課�2119／健康福祉課�2931、2932、2096／農林水産課�2194／農業委員会事務局�2195／会計室�2128

総務課�2110／企画振興課�2112／都市計画課�2113／建設課�2114／議会事務局�2190／教育総務課�4477／生涯学習課（公民館内）�2085

（子供） （親） （地区）

海
か い

斗
と

村井裕文・美和子 釣　師

俊
しゅん

輔
す け

千葉律雄・夕　子 杉　目

龍
りゅう

信
し ん

市川圭介・智嘉子 富　倉

一
か ず

志
し

荒　秀明・純　子 作　田

（死亡者） （年齢） （地区）
山口　スキ ８２歳 藤　崎
小野フクヨ ８７歳 小　川
渡部　道孝 ８４歳 菅　谷
寺島　　昇 ５２歳 駒ヶ嶺町
砂金ヨシミ ７５歳 今　泉
菅野　善吉 ８３歳 小　川
寺島　節子 ８７歳 小　川

（平成１5年４月２１日～平成１5年５月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

・
故
林
マ
ツ
エ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

林
孝
正
さ
ん（
真
弓
）よ
り
10
万
円
／
野

田
ヨ
シ
子
さ
ん（
釣
師
）よ
り
10
万
円

・
林
孝
正
さ
ん（
真
弓
）よ
り
５
万
円
／

河
原
政
喜
さ
ん（
駒
ヶ
嶺
町
）
よ
り
10

万
円
／
寺
島
政
市
さ
ん（
大
戸
浜
）よ

り
小
女
子
10
�
／
川
上
シ
キ
子
さ
ん

（
杉
目
）よ
り
竹
の
子
50
�
／
太
田
征

男
さ
ん（
原
相
善
）よ
り
鶏
糞
15
袋

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
26
回
55
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
６
人
／
レ
マ
ン
の

会
１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回
３

人
／
新
地
高
校
３
回
54
人

相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
防
火
管
理
者
と
な
る
た
め
の

講
習
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

７
月
12
日
�
〜
13
日
�

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

パソコン講習会受講生募集
町では、文書作成ソフトＷｏｒｄを使って簡単なチラシ・報告書などの作成を学

ぶパソコン講習会を開設いたします。皆さんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

�
講座名 日　　　　　　　程 時　　　間

昼間コース ７月25日／28日／30日／８月１日／４日 午前９時30分～11時30分
夜間コース ７月７日／８日／９日／10日／11日 午後７時～午後９時
� 農村環境改善センター
� 文章作成講習 Ｗｏｒｄの基本操作（初級コース）
� 各講座15名
� 文字入力ができる程度で、新地町内在住の１８歳以上の方（高校生は不可）
� ２，３１０円（申し込み時に集金します。また、マイクロソフトプレス

社『MicrosoftWord2000セミナーテキスト初級編』を使用しますので持っ
ている方はテキスト代が不要です）

� ６月１６日�以降に新地公民館窓口に直接お申し込みください。（定員
になり次第締め切ります）

� キャンセル等によるテキスト代の返還は、原則としてできません。
� 新地公民館（��２０８５）

～観海堂で昔話を聞いてみませんか～
町教育委員会では、毎月第４土曜日に昔話のお話会を行いま

す。町に残る昔話を中心に皆さんの身近にあった昔話をお話し
ます。皆様、お気軽においでください。また、併せて語り部を募
集しておりますので、興味のある方はお問い合わせください。
� ６月２８日� 午後２時～
� 観海堂

小野トメヨさん他
� 町教育委員会（��４４７７）

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
ま
な
す
館

６，

０
０
０
円

６
月
27
日
�

�消
防
新
地
分
署
（
�
�
２
１
１
７
）

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
日
程
に
よ
り
航
空
防
除
を
実
施

し
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
16
日
�
・
30
日
�

（
雨
天
順
延
）

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
15
分
ご
ろ

埒
浜
地
区
・
大
戸
浜
地

区
・
今
泉
地
区

�
役
場
農
林
水
産
課
（
�
�
２
１
９
４
）

町ボランティア連絡協議会
設立１周年記念講演会

� ６月21日�午前10時30分～

� 町保健センター

� 	企画室コア

代表取締役　三田公美子氏

� 「21世紀は婆っぱパワー」

� 町社会福祉協議会
（��４２１３）



（15） Ｈ１５.６.５. Ｈ１５.６.５.（14）

◆

尚英中の１年生の遠足に参
加し、会津若松とその近くの喜
多方へ行きました。会津では、
会津藩校日新館へ行きました。
わたしたちは、古い武士の生活
様式と教育制度に関する展示
物を見ました。

喜多方では、たくさんあるラ
ーメン店の中から自分の行くラーメン店を選ばなけれ
ばなりませんでした。結局、わたしは「いっぷく」と
いう小さな店を見つけました。わたしは、薄くスライ
スされたメンマと豚肉ののった味噌チャーシューラー
メンを楽しみました。とてもおいしかったです。一方、
喜多方には、味噌蔵、しょうゆ蔵、酒蔵、米蔵など、た
くさんの古い蔵がありました。

みなさんは、日本では、酒蔵の前に杉玉をつり下げ
る風習を知っていましたか。杉玉は、杉の小枝ででき
ています。伝統的に、杉玉は日本酒の醸造の季節に蔵
の前につり下げられます。初冬、醸造の季節の初め、
杉玉は緑色をしています。それがだんだんと濃い茶色
に変色します。わたしたちは、杉玉の色によって、醸
造の季節が終わったことを知ることができます。杉玉
の変色が終わることは、冬が終わったので酒の醸造を
終える時期になったということを意味します。

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

（和訳編）

�

�
87

頑張る ☆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
地
ホ
ー
ム

の
介
護
員
で
す
。
主
に
ホ
ー
ム
内
で
入

所
者
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

☆
休
み
の
日
に
は
、
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね

て
釣
り
や
映
画
に
行
っ
た
り
、
サ
ッ
カ

ー
の
試
合
や
フ
ッ
ト
サ
ル
の
大
会
に
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

☆
女
性
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
人
と
し

て
好
き
な
タ
イ
プ
は
、「
ア
ホ
」
が
付
く

く
ら
い
素
直
で
正
直
な
人
が
好
き
で

す
。
芸
能
人
で
い
う
と
西
川
き
よ
し
さ

ん
の
よ
う
な
人
。

☆
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
が
好
き
な
の
で
、

今
の
ま
ま
の
町
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

・ホットケーキミックス 200g ・牛乳　1/2カップ
・卵　１個　・サラダ油　大さじ２　・にんじん75ｇ
・塩　少々　・完熟レーズン 適量

①にんじんはすりおろして、塩少々をふる。
②ホットケーキミックスと牛乳、卵、サラダ油を混ぜ、

さらに①と混ぜ合わせる。
③②を型にながし、レーズンを適当に乗せて蒸す。

季節の野菜をミキサー
にかけてつくると楽しい
おやつが作れます。

（ほうれん草、さつまいも、
かぼちゃ、小松菜等）

い
つ
も
は
、
私
と
一
緒
に
公
園

で
遊
ん
で
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
が
な

く
何
で
も
食
べ
ま
す
。
思
い
や
り
の

あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

い
つ
も
は
、
私
と
プ
ー
ル
に
通
っ

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
ま
っ
て

い
る
も
の
は
「
ゆ
で
卵
」
で
す
。

元
気
で
健
康
に
育
っ
て
ね
。

平
成
15
年
度
の
各
種
功
労
者
知
事

表
彰
が
５
月
７
日
、県
庁
正
庁
で
行

わ
れ
元
新
地
町
助
役
の
加
藤
哲
藏
さ

ん
が
地
方
自
治
功
労
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、昭
和
58
年
か
ら
16
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、町
助
役
を
務
め
、

町
勢
伸
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
力

を
注
ぎ
、地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
、
町
役
場
町
長
室
に
受
賞
の

報
告
に
訪
れ
た
加
藤
さ
ん
は
「
私
の

力
で
は
な
く
、
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
た
、
町
民
・
職
員
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
す
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



●人口／8,975人（＋02人）
男／4,390人（±00人）
女／4,585人（＋02人）

●世帯数／２,513世帯（＋31世帯）
５月１日現在（ ）は前月比

● 町・県民税 第１期分

２
０
０
３
年
６
月
５
日

N
o
.

３
８
４

再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１５.６.５.（16）

■
今
回
最
終
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、
諏
訪
神

社
春
の
大
祭
。
福
田
の
十
二
神
楽
は
、
実
に

10
年
ぶ
り
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

昔
と
変
わ
ら
ぬ
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

先
代
か
ら
の
伝
統
が
し
っ
か
り
引
き
継
が
れ

て
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後

何
回
か
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
は
ご
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
■

５
月
26
日
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。

新
地
町
で
は
震
度
４．

３
を
観
測
し
た
そ
う

で
す
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
防

災
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
健
）

（住民基本台帳調べ）

�

�県重要無形文化財「福田十二
神楽」の奉納

▲にぎやかに行われたみこし行列。
沿道には多くの町民が詰めかけま
した。

諏訪神社春の大祭が５月３日に行われ、同神社
で神事に続き神楽師の子どもたちと氏子が、３基
のみこしを担いで沢口、鉄炮町、明地、中里地区
内を威勢よく練り歩き、沢口と中里の２カ所の公
会堂前で神楽を披露しました。

また、本殿に戻ると境内にある舞楽殿で県重要
無形文化財「福田十二神楽」の奉納も行われ、12
種類の舞が堂々と披露されました。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
の
11
ペ
ー
ジ
、
自
己
負
担

割
合
の（
※
２
）「
福
島
県
で
は
、
０
〜

２
歳
ま
で
・
・
・
」は
、正
し
く
は「
０

〜
６
歳
ま
で
・
・
・
」
の
誤
り
で
し

た
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


